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金沢大学環境方針

基本理念

金沢大学は、「 地域と 世界に開かれた教育重視の研究大学」 と いう 基本理念に基づいて、 未来社会

をけん引する「 金沢大学ブランド 人材」 の育成と 世界的研究拠点の形成に取り 組み、 現代から未来の

課題を探求し 克服する生きた知恵である「 未来知」 による、 オール金沢大学での社会への貢献を目標

と し 、 以下の基本方針の下に、 人間と 自然と が調和・ 共生する持続可能な社会の構築を目指し ます。

基本方針

１ 環境に関する先進的教育を継続的に推進し 、 持続可能な社会の構築に貢献する「 金沢大学ブラ

ンド 人材」 の育成に努めます。

２ 環境技術、 環境計測、 環境政策、 環境医科学、 生物多様性など、 幅広い分野において世界的な

視野に立ちながら地域の特性を生かし た環境に関する研究を推進し ます。

３ 本学の活動が環境に及ぼす影響を調査・ 解析すると と もに、 環境負荷の低減のため、 資源・ エ

ネルギーの使用量削減、 GHG（ 温室効果ガス） の削減に積極的に取り 組みます。

４ 化学物質の安全かつ適正な管理、 廃棄物の適正処理と 再利用・ 再資源化により 、 環境負荷の低

減に努めます。

５ 環境に関わる知的成果を含むあらゆる情報を社会に還元・ 公開し 、 環境問題に対する啓発に努

めます。

６ 本学が実施するあらゆる活動において、 環境に関する法規・ 規制・ 協定等を遵守すると と もに、

本学の全ての構成員が協力し 、「 持続可能な開発目標（ SDGs）」 を達成すべく 継続的な環境マ

ネジメ ント システムを実施し ます。
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